
　 １　月
　　 ３０日（金）　カケハシプロジェクト生徒受入
　
　 ２　月
　　  ３日（火）　１学年集会
　　  ４日（水）　学年末考査①（１・２年生）
　　　　　 　　　　１年顔写真撮影
　　  ５日（木）　学年末考査②（１・２年生）
　　　　　　　 　　２年顔写真撮影
　　  ６日（金）　学年末考査③（１・２年生）
　　  ７日（土）　共通テスト模試（２年必修）
　　１０日（火）　年金・金融セミナー（３年）
　　　　　　　　　 ３学年集会
　　１１日（水）　建国記念の日（公休日）
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（１）この大学（学科）を選んだ理由

高２後半に進路を考えた時、自分の生活に直結した知識を幅広く学びたいという気持ちがありました。私が家庭科を選んだのは、衣食住の知識は

もちろん経済や福祉のことも学ぶので、大学で学んだ知識が就職や試験にとどまらずに、人生を通して活かせると思ったからです。その際、家政学

や栄養学は専門的すぎたり受験科目が私の選択科目と合わなかったりしたので、教育学部の中で家庭科をとろうと考えました。横浜国立大学を選ん

だのは、試験の内容や、国立であることが主な理由です。普段の私の模試の成績では、横国の前期は普通にD判定です。私の実力では到底敵わな

いであろう大学であり、だからこそ推薦で受けてみる価値があると思いました。落ちたとしても良い経験になると思っていたので、もし落ちててもすぐ

に一般の勉強に切り替えられたと思います。一般は別の大学を受けるつもりでした。

（２）本番について

小論文は、自分のやってきたことを信じて、問題文が問うていることに的確に答えることを意識します。制限時間に間に合えば、それだけでとてもえ

らい！自分を褒め、面接に向けてモチベーションを維持しました。面接は、志願理由書と自己推薦書の内容を深掘りされたり、「なぜ沖縄ではなくこの

地域を選んだのか？」と聞かれたりと、志願理由と自己PR以外はほぼ用意していたことを言えませんでした。試験官の質問から答えがズレないよう

に、私は最初に結論を言ってその後に理由を言う、という流れに気をつけて、ひたすらニコニコしていました。緊張して詰まったり間違えたりしても、頑

張って伝えようとしてる感じを出して目をキラキラさせておくと、高校生らしいフレッシュさが出て、素直な生徒に見えると思います。

（３）推薦を受ける上で、私が今までの生活でやってきて良かったなと思うことやアドバイス
【普段の授業で書かされる「振り返り」をいつも真剣に取り組んでいた(3行以上)】 ・無意識だったけど、自分の考えを文章で表現するとても良い機会

になっていました。優等生らしい内容というより、自分が授業で思ったことを正直に書いており、毎時間面倒臭いけどそれなりに楽しい時間でした。

【部活動とボランティアでいろんな経験をした】 ・書類や面接で多用します。忙しくなる前に、出来るだけたくさん経験を積んでおくと強いです。

【学校の授業を大切にした】 ・推薦を受けるとなると、すごく忙しくなり、学校以外の時間では共テ対策のための時間が取りにくくなります。那覇国では

共テ対策を授業の中でしっかりやってくれるので、学校の授業を真面目に取り組めばそれだけ共テの勉強がちゃんとできたことになります。
【夜は早く寝る】 ・早めに寝た次の日は調子が良くて、習慣化すると頭の回転や作業効率が上がり、どんどん有利になります。提出物や勉強で忙しい

と思いますが、夜中にやらずに朝早く起きてやるとか、学校で友達と終わらせるとか、私の場合はそもそも家に課題を持ち帰らないように意識してい
ました。 本校２５期生（令和７年３月卒業） 女 性

今後の行事予定

名 言 ・ 名 句

Your time is limited, 
so don’t waste it

living someone else’s life.

あなたの時間は
限られている。

他人の人生を生きて
無駄にしてはいけない。

【解説】
これはコンピュータ・音楽・映画・

スマートフォン・デザインといった
複数の業界に革命を起こし、稀代
のイノベーターであったスティー
ヴ・ジョブズ氏の言葉である。

彼の思想や製品哲学は今なお、
世界中の企業やクリエーターに影
響を与え続けています。

右文尚武：「学業を尊び、部活動にも励む」

合 格 体 験 記 18 （横浜国立大学 教育学部 自然・生活系教育コース 学校型推薦）

１月１９日から２３日までの４泊５日で、２年生３３４名が東京・山
梨・神奈川・千葉を巡る研修旅行に参加しました。「大学訪問＆自
主研修」「スキー研修」「レク大会」「鎌倉・鶴岡八幡宮訪問」「ディ
ズニーリゾート研修」「浅草散策」等を通して、仲間と共に喜び会
える感動的な研修旅行となりました。

那 覇 国 際 高 等 学 校
学 校 だ よ り 第19号

「第26回全沖縄高等学校英語スキットコンテスト」が１２月１９日に実施さ

れ、本校１年９組の兼本夏輝さん、池原駿さん、補助員で親川怜悧さんが出場

し、素晴らしい演技力と英語力で見事、１位に輝きました。おめでとうございます。

スキット演題 Be careful about the romance scam（ロマンス詐欺にご注意を！）

本校５期生で野球部OBの方が１月２０日に来校し、後輩
のために寄附金を贈呈してくださいました。いただいた寄
附は、バッティングマシンの修理や試合球の購入、バッ
ティングゲージの補正などに活用します。卒業生からのご
支援は、学校にとって大変ありがたく、誇りとなっています。

２年生 関東へ研修旅行！

表彰を受ける
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野球部OB（中央）と野球部の顧問

英語スキットコンテスト優勝！

県高校

平良心愛さん

（２年１組）の作品

饒平名萌碧さん

（２年３組）の作品

知念ニコール怜来

さん（２年９組）の作品


